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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、イタリアのヴェスヴィオ山、フィリッピンのピナツボ、日本の三宅島を対象として自然環境の変化のプ

ロセスを中心として研究を行った。 

第一は、今回の研究において、噴火によって埋没した当時の植物遺存体からローマ時代の建築物に使われていた木材

の種類や食用植物の解明を進展することができた。当時の建築用の資材としてクリが多用されていたことが判ｂ明した。

当時の南ヨーロッパでは、クリを建築の用材として活用することは、一般的でなく、この地域の特異な現象である。お

そらく、ヴェスヴィオ周辺ではクリの生育が気候的に合致したため、そのクリを食用にするとともに、大きく成長させ

て木材として活用するという、文化的な基盤が形成されていたと考えられる。 

 第二は、地形学や水文学的に遺跡の立地と環境の変遷を明らかにすることである。遺構「Area12」で複数個体の大甕

が検出された。この甕では、商品的な価値を持つぶどう酒の製造が行われていたものと想定される。実際に遺跡からは

ブドウの種が多数検出されている。なお、ぶどう酒を製造のためには、相当量の水が必要になる。この点で、本研究で

は周辺地域の地形構造を解析した。その結果、発掘地であるソンマ・ヴェスヴィアーナの上流域に当たるソンマ山の大

きな２つの谷が、他の流域と比べて水源涵養能力が極めて高いということが明らかになった。 

 第三は、ランドスケープの保全活用である。イタリアは、以前から文化的な遺産を重視したランドスケープの整備を

行うという考え方が定着している。本研究で最も重要と考えられたのは、いかに遺跡周辺で伝統的な農村ランドスケー

プを維持していくかということである。この観点からすると、クリの栽培をこの地域で再評価すること、ブドウ畑を今

後とも保全していくことが、一体的なランドスケープの保全活用のために重要であると考えられた。これまでの農業に

特化した農村環境整備から、伝統的景観の保全によるグリーンツーリズムの振興を含めたトータルな農村環境整備へと

発展させていくことが望ましいと考えられる。 

 そのほか、ピナツボ火山では噴火後の自然環境の復元にはおよそ 50 年かかること明らかとなり、三宅島では小規模

な火山噴火が連続して起きても植生等にはあまり影響を及ぼさないことが明らかになった。 

  

研究成果の概要（英文）： 

We studied the process of natural environmental changes at volcanic areas in Vesuvius, Italy, Mt. 

Pinatubo, the Philippines, and Miyake Island, Japan. 

 Firstly, we clarified the type of wood which was used for Roman buildings at the excavation site. We 

found many building materials made by chestnut. In southern Europe, chestnut was not popular as a 

building material. It seems that chestnut trees were climatically suitable at that time in the Vesuvius area, 

and that chestnut was used both for food and timber. Thus, chestnuts trees could form the cultural 

foundation for this area. 

Secondly we analyzed the landform features and environmental changes. Large-size pots were found 

in the excavation site called “Area 12” in the Vesuvius area. These pots with grape seeds were used for 

wine production. In order to produce wines, it was necessary to ensure the water source. We recognized 

that Mount Somma watershed located at the upper reaches of the excavation sites are extremely high in 

water recharge capacity and thus nurtured the wine production.  

Thirdly, landscape conservation and utilization were discussed. Italy has been well-known in its 

landscape conservation policy focusing on cultural heritage, particularly traditional rural landscapes. 

From this point of view, it seems to be important to conserve historical vineyards and to re-evaluate the 

chestnut cultivation in this region. Conservation and rehabilitation of historic rural landscapes will 

contribute to the promotion of green tourism.   
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It is clarified that it took almost 50 years for the recovery of natural environment since the eruption 

of the Pinatubo volcano. In Miyake Island, it is found that series of small-scale eruptions around 2000 

years ago did not affect serious damage to the vegetation. 
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１．研究開始当初の背景 

これまでも、申請者らは日本からの研究協力活動の一環

として、カンボジア、中国、タイ等、アジア各国で遺跡

公園のランドスケープ保全協力を行っており、その発掘、

修復、保全、復元計画技術の有効性は、検証されている

とともに、国際的な要請となっている。さらに、文化庁

の活動を通じて申請者らは、世界遺産委員会、ICOMOS

を通じて国際的な遺産の保全に貢献している。また、現

在文化庁の指導で行われている群馬県子持村の黒井峯

遺跡で用いられる古代農村風景復元等、本件のような緑

地復元技術が、今後の国内における遺跡保存整備の新た

な展開に役立てられるものと考える。また、イタリアは

わが国同様火山帯に位置し、地震の多い国である。した

がって、地形と水文と気候の自然環境と密接に関係した

考古学的影響と土地利用計画における国際的な情報共

有は、幅広く研究者の有益な研究成果をもたらすものと

考えている。 

 

２．研究の目的 

イタリア、ヴェスヴィオ火山噴火によって埋没したソン

マ・ヴェスヴィアーナ市内の遺跡発掘地区の自然および

文化環境を総合的に復元することを主な目的とした。本

研究期間内に、発掘地区内の古代庭園の構成を明らかに

し、その周辺のランドスケープ的位置づけを明らかにし

たうえで、庭園部分の復元方針を定め、考古学公園とし

てあるべき計画的な活用方法を関係する公的機関に提

示する必要がある。また、火山麓では、豊富で良質な湧

水や肥沃な火山灰性黒色土壌と大規模な噴火や泥流・土

石流に起因する災害も発生しやすいという正負の要素

を兼ね備えつつ、古代から集落が立地してきたと考えら

れる、遺跡の立地と周囲の自然環境との関係を明らかに

する必要がある。それらのために、本研究では、植物遺

体分析のための先端技術を用いながら、まず古代庭園に

存在した植物の種類を検証した。つぎに、発掘の信頼性

を確保するために、公開しながら調査を行い、古代庭園

の復元を行うことを目的とした。一方、これまでの予備

調査により、発掘地点ではヴェスヴィオ火山から発する

河川から供給された土石流堆積物が確認され、これが遺

跡の埋没に関与したことが判明しており、発掘場所の上

流域および山麓部の地形と、降雨および河川の流出に関

する調査を行い、水と土砂の供給・運搬・堆積過程を詳

しく分析することで、堆積過程とその後の放置理由を自

然環境の観点から検証した。さらに、同地区は、文化財

の保全に関わる法律に基づく埋蔵文化財保護地区内で

あることから、ナポリ市を含む広域風景計画としての今

後の位置づけも重要となる。そこで、本研究ではソン

マ・ヴェスヴィアーナ市と共同し、ポンペイなどの近郊

にある他の火山噴火罹災地と連携した文化財を活用し

たまちづくりを検討し、提示することで、国際的な貢献

を行うことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

本調査・研究において，当該別荘の緑地空間構成（主に

中庭・裏庭・菜園等）の復元及び遺跡の保護・公開を踏

まえた復元整備計画，周辺の風景計画の立案を行った。

調査・研究は以下の４つから構成される。 

 １）古環境の復元（植物学からのアプローチ） 

 花粉分析、植物遺体など、地中の遺物による分析を通

じて、当時の古環境を明らかにする。噴火前の植生がブ

ナ，ミズナラ，シデ等による植生から比較して、現在マ

ツが優先していることなどに着目し，別荘空間を中心と

した噴火による植生の後退やその後の回復等について

検討する。 

 ２）庭園史および農村環境の考察（庭園学からのアプ



ローチ） 

 「農家」から「元老院クラスの別荘（発掘された彫像

からほぼ判定されている）」へと改造される中での，当

該別荘地の庭園・菜園の位置づけ・意匠・材料等の変遷

について検討する。とくに、農作物の生産を目的とした

周辺農地の中で、イチジク等の果樹を主とした庭園、菜

園としての整備に変遷した過程について、果樹のもつ象

徴的な意味について、出土品、文献から分析し、庭園の

位置づけと建物の改造に伴う庭園の変遷について明ら

かにすることは、希尐な庭園復元の事例として役立てら

れる。 

 ３）地形・水文・気候の考察（地理情報学からのアプ

ローチ） 

ヴェスヴィオ火山上流域および山麓部の地形調査と水

文学的調査（降雨、流出）を行うとともに、面的なデー

タ解析を効率化するために数値地図と地理情報システ

ム（GIS）を活用し、山麓部における資源の多寡と災害

危険度の空間分布を明らかにする。 

４）歴史的遺産の保護と活用に関する風景計画的考察

（計画学からのアプローチ） 

 60 以上あるとされているヴェスヴィオ地域の別荘遺

跡群の立地に関して比較検討を行い、広域的な立地特性

を明らかにするとともに、ヴェスヴィオ火山周辺にかけ

られた州立公園区域、風景計画規制地域と当該地区の関

係性を適切に評価し、考古学公園としての位置づけを自

治体と連携して行う。 

 

４．研究成果 

本研究では、当初より３つの大きな研究目的を設定した。 

第一は、発掘を担当する研究グループと連携しながら、

ローマ時代の庭園が発掘された場合には、その庭園環境

を復元することである。今回の研究において、噴火によ

って埋没した当時の植物遺存体からローマ時代の建築

物に使われていた木材の種類や食用植物の解明を進展

することができた。当時の建築用の資材としてクリが多

用されていたことが判明した。当時の南ヨーロッパでは、

クリを建築の用材として活用することは、一般的でなく、

この地域の特異な現象であることが判明した。おそらく、

ヴェスヴィオ周辺ではクリの生育が気候的に合致した

ため、そのクリを食用にするとともに、大きく成長させ

て木材として活用するという、文化的な基盤が形成され

ていたと考えられる。 

 第二は、建築物に用いられた用材や食用植物の復元と

密接な関係をもつ、主対象地であるソンマ・ヴェスヴィ

アーナ市の周辺地域での自然環境の変遷の解明である。

遺構「Area12」で複数個体の大甕が検出された。この事

実は、おそらく個人の使用を越えて、商品的な価値を持

つぶどう酒の製造が行われていたものと想定される。実

際に遺跡からはブドウの種が多数検出されている。なお、

ぶどう酒を製造のためには、相当量の水が必要になる。

この点で、本研究では周辺地域の地形構造を解析した。

その結果、発掘地であるソンマ・ヴェスヴィアーナの上

流域に当たるソンマ山の大きな２つの谷が、他の流域と

比べて水源涵養能力が極めて高いということが明らか

になった。 

 第三は、ランドスケープの保全活用である。本研究が

主対象としたイタリアは、以前から文化的な遺産を重視

したランドスケープの整備を行うという考え方が定着

している。本研究で最も重要と考えられたのは、いかに

遺跡周辺で伝統的な農村ランドスケープを維持してい

くかということである。この観点からすると、クリの栽

培をこの地域で再評価すること、ブドウ畑を今後とも保

全していくことが、一体的なランドスケープの保全活用

のために重要であると考えられた。これまでの農業に特

化した農村環境整備から、伝統的景観の保全によるグリ

ーンツーリズムの振興を含めたトータルな農村環境整

備へと発展させていくことが望ましいと考えられる。 
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